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微気候と団地の景観
　－男山団地の緑道植栽及び路上駐車場の微気候の
　　　　　　　　　　　　再生に関する方向性について－

はじめに
　建築における外部空間は、ハード、ソフトを問わず、
さまざまな要素がからんで成立している。道路ひと
つとっても下水道や歩道があり、多くの法律の網目
がかかっており、占用するたくさんの人々が関わっ
ている。
　快適な外部空間を設計するためには、このような
要素に加え、建物の基盤となる自然や大地のことも
含めて知っておく必要がある。ランドスケープの設
計をしていると、建築の設計方針に対する外部空間
からの影響を知ることが多い。その場が持っている
力をどのように活かすかを考えることが、外部空間
の設計であり、ランドスケープデザイナーの本当の
仕事であるためだ。
　歴史や自然など、場が持っている力を活かすため、
人は様々な知恵を用いて、建築、配置、外部空間の
工夫をしてきた。その知恵を団地づくりにも生かす
必要がある。
　新宿御苑や東京都杉並区にある荻窪団地では、緑
地が冷気を生む空間となっており、冷気が周辺に流

れ出すことで地域の熱環境の改善に寄与している。
　成熟した大地や樹木の作り出す微気候は、住み心
地の良さを生み出しており、それは大切な環境資産
である。これからの団地再生ではそれらを活かした
ものとしたい。
　京都府八幡市にある男山団地のこれからについて
みると、団地は淀川を渡る風を受ける場所にあり、
その風を活かすことが望まれる。また建設当時から
長い年月をかけて育まれてきた緑道は、団地の優れ
たクールスポットとなっており、ここで生み出され
た冷気を周辺に流すつくりが望まれる。そのために
は団地内の風の流れを妨げないように、緑地の高木、
低木を剪定することや、擁壁や歩道のつくりに工夫
を施すことがよい。
　さらに緩やかな傾斜地であることを利用して、雨
水を集めて流し、風力を活かして水を循環させるこ
となどによって、団地内にクールスポットとなる水
空間を作ることなどが考えられる。
　敷地の持つ可能性を見つけ出し、それを生かすこ
とが、新たな団地（住空間）再生の道である。

男山団地の緑道
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林を持つ家屋のサーモグラフィ写真
を撮ると、日中に建物は高い熱を帯
びるが樹木群の温度は低く、大きな
温度差が生じていることがわかった
( 図 2.)。逆に屋敷林がない場合には
敷地全体が高い温度に熱せられてい
る ( 図 3.)。温度差が発生するとそこ
に気圧差が生じ、風が発生するなど
の微気候が現れる。屋敷林は住環境、
特に熱環境の改善を行っていると考
えられる。

3. 都市の熱環境
　環境省が行った新宿御苑における
熱環境の調査によると、広大な緑地
を有する新宿御苑は周囲の市街地に
比較して低温であり、さらにその市
街地に向かって冷気が流れだして、
街の温度を下げていることがわかっ
た。東京の市街地にとって、新宿御
苑の役割は大きなものとなっている。
　さらに UR 都市機構の調査による
と、東京都杉並区にある荻窪団地 ( 写
真 3.) では、建設時に団地内に設け
られた緑地が周囲の市街地に比較し
て、低温の環境を生み出していたこ
とがわかった ( 図 4.)。長い年月の間、
都市内に担保された緑の空間が熱環
境の改善にとって有効な働きをして
おり、これは都市の財産ともいえる
ものである。

4. 団地の微気候について
　京都府八幡市にある男山団地につ
いてみると、まず大きな風の流れと
して、大阪湾から淀川を遡上してく
る海風と、それとは逆の陸風がある。
男山団地は淀川沿いの丘陵地にあり、
この風を受ける ( 図 5.)。風力発電
適地を探すためのシステムでシミュ
レートすると、南北に細長く存在す
る団地を、東西方向に風が通ると予
測された。
　一方、男山団地周辺のクールスポッ
トについてみると、団地北側の男山
など数カ所が挙げられ、これらと団
地との温度差が空気の流れを生み出
すと考えられる。

1. ジョドプールより
　建築のあり方と外部空間のあり方
を考える上で参考となるいくつかの
例を紹介したい。
　1475 年にマールワール王国の首
都として成立したジョドプール、通
称ブルーシティはインドの北西部、
タール砂漠近くにある ( 写真 1.)。
　ジョドプールは三輪タクシーが走
り回る騒々しい街である。一方、ブ
ルーシティの名の由来である青く塗
られたビルを登ったところにあるレ
ストランでは、外の騒音はほとんど
聞こえない。
　ジョドプールはタール砂漠の入口
にあり、丘陵地の上に高くそびえた
長さ 10km の城壁をもつメヘランガ
ル宮殿の麓に広がる。この街の旧市
街地は、砂漠からの砂嵐を避けるた
めに、丘陵地の陰で生れた街をさら
に発展させるために長大な城壁を築
くことで住民を守る政策が行なわれ
てきた ( 図 1.)。
　迷路状に街路が入り組んだモロッ
コのマラケシュ市街地では、砂漠か
らの風のエネルギーがこの街路に阻
まれ住居部分に大きな影響をもたら
さない。つまり砂嵐を避ける工夫と
しての街路の作りとなっている。
　ジョドプールもマラケシュ同様に
迷路状に街路が入り組んでおり、強
い風のエネルギーはここで吸収され
ると考えられる。レストランで三輪
タクシーの騒音が聞こえないのは、
複雑な街路に音が吸収されるためだ。
人が住む場所には、それぞれ住むた
めの知恵が働いていることがわかる。

2. 日本の住まいのつくり
　東京都練馬区には、周囲に巡らし
たシラカシの防風林が建物の劣化を
防いでいる住居がみられる ( 写真 2.)。
　矩形の敷地のうち 2 面は完全にシ
ラカシによって塞がれている。日本
の集落や戸建住宅では長い間、防風
林などの外部空間のつくりによって、
建物の劣化を防いできた。
　しかし、それだけではない。屋敷

写真 1. ジョドプールの街並み

図 1. 高地が風を防ぐ

タール砂漠からの風

メヘランガル宮殿のある丘

ジョドプール市街地

写真 2. 緑で包まれた屋敷

図 2. 屋敷林のサーモグラフィ写真

図 3. 緑の少ない屋敷のサーモグラフィ写
真
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　荻窪団地の建替えでは、団地住棟
に大きなピロティを設け、これを近
くを流れる善福寺川からの風を導く゛
風の道 どした。ただ東工大の調査に
よると、住棟に空けたピロティには
風はなく、住棟の上を流れる風の一
部が地上付近まで流れ込む状況がみ
られただけで、善福寺川からの風の
流入はほとんどなかった。
　その原因ついてみると、敷地内の
建物や舗装面が太陽によって熱せら
れて発生した上昇気流が、風の流入
が妨げていることがわかった。団地
の微気候にとって、団地内の地面の
役割は非常に大きいといえる。
　団地内の建物とその周辺の熱環境
についてみると、近年の研究では 3
～ 4 個のエレメントによって熱環境
が決まることが明らかとなっており、
特にアスファルト面は熱を帯びやす
く、舗装面の設計が課題となってい
る。
　緑地の低温帯から流れ出た空気は
風を作るが、この風を繋げていくこ
とが住環境を快適なものにする。も
ともと日本では、夏の暑さをどうや
りすごすかが住環境の問題として大

きかった。一方、熱環境の改善のた
めのエネルギー使用を減らすことが
都市課題となっており、このような
緑地が生み出す冷気を利用すること
を考えていく必要がある。
　男山団地では良好な風を作り出す
可能性があり、これを利用し、団地
の外からも心地よい風を通すことが
熱環境の改善に役立つと考えられる。
また団地の南北につながった緑地は
クールトレンチとなって、ここで発
生した冷気を団地内に流すことを考
える必要がある ( 図 6.)。
　男山団地で朝方、駐車場の車を見
ると、夜露がついたものとそうでな
いものがみられる。前日遅くまで使
われていた車は熱を持っており、夜
露が蒸発したと考えられる。駐車場
は全体的にアスファルト面の乾き具
合に変化がなく、夜露の存在をあま
り感じないのに対して、住棟間のア
スファルト面を見ると夜露で濡れて
いる状況がみられた。住棟間は比較
的低温になっていたと考えられる。
児童公園でも夜露に濡れているとこ
ろと乾いたところがみられる。
　このように団地内では局地的な周
囲の環境の違い、特に緑陰による微
細な温度の違いがみられる。つまり
ランドスケープにとって、この微細
な温度差をいかに景観的に優れたも
のとしてつくりだすかが大きな課題
である。

5. 団地の緑地・緑道
　次に団地や都市の中の緑地、緑道
のあり方についてみる。岡山市に
ある西川緑道は市街地の中にあり、

2.5km、4ha の農業用水路とその両
脇を緑地としたものである。
　昭和 49 年から約 10 年かけて作ら
れたもので、当時としては都市内緑
地計画として画期的なものであった。
全体的に庭園的な作りだが、緑地の
一部に木々が視線を塞いでしまって
いるところができるなど、都市の環
境を考えたときには、この庭園的ア
プローチは変える必要がある。
　緑道沿いには低木、中木、高木が
植栽されているが、高木の下枝はあ
まり管理されず高さもバラバラに
なっており、また中木が植栽される
ことで、道の視線の抜けが悪くなり、
防犯的にも問題がある ( 写真 4.)。
　都市内緑地では人の利用に配慮す
る必要があるが、一方では木々を剪
定することに対して抵抗感を持つ人
も多く、文化的に根深い問題である。
　さらに庭園的な作りは、都市の中
で閉じられた空間となりがちなうえ、
近年では管理コストの面からできる
だけ剪定は少なくする方向にあるた
め余計に閉じられてしまう傾向があ
る。今後はより開放的な作りや管理
を考えていくことが必要である。
　都市内の緑地では、高木は下枝を
剪定し、視線を通しつつ、厚い冷気

写真 3. 荻窪団地

図 4. 低温域となる荻窪団地

図 5. 淀川の風を受ける男山団地 図 6. 男山団地における冷気の流れ

写真 4. 西川緑道
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の層をつくる存在となるように整え
る必要がある。視線を通す空間をつ
くることで、そこが風の通り道とな
り高木帯は都市内で、いわば肺、呼
吸する場所となる。
　駐車場は、高木帯の下につくり、
車が熱源とならないように隠すのが
良い。またその空間は風を通す道に
もなるだろう。男山団地では敷地の
周囲にオープンな駐車スペースが広
がっているが、ここは植栽などの工
夫により、団地の肺となる可能性を
持つ場所である。
　男山団地の緑道についてみると、
高木の根のそばに擁壁があって木々
の成長が阻害されたり、舗装面が地
面を覆うことで土中が酸欠状態に
なって成長が悪化している可能性が
ある。
　剪定が行き届かない低木は除去し、
見通しを良くして、視界を広げると、
明るくなり風が通る道になる ( 図 7.)。
また団地内の通路を二本に分け、間
に緑地をつくることで木々の間を狭
くすると、野生動物が行き来できる
空間となり、自然生態系にとっても
良好なものになるだろう ( 写真 5.)。
　男山団地は緩やかな斜面となって
おり、位置エネルギーを利用できる
可能性を持っている。具体的には屋
根に降った雨水を資源として使うこ
とが考えられる。
　位置エネルギーによって流れてき
た雨水を、風を利用した用水ポンプ
によって高い位置に戻すことで、水
が循環する水空間をつくり、これら
をクールスポットとすることが考え
られる。
　また、このようなクールスポット
を緑のネットワークで繋げることで、

必要がある。
　そして住民のコミュニケーション
が環境の維持管理・発展につながる
ことから、継続的な市民参加システ
ムの構築が必要であろう。

出典 :
1)2) 何江 , 梅干野晃 , 角谷亜璃砂 , 屋敷林に取
り囲まれた住宅地内の微気候に関する解析 .

団地全体が微気候
調整による快適な
場所となる。さら
にこのような自然
の作用を利用して、
人間にとって快適
な空間をつくるこ
とは、結果的に生
物にとっても良好
な空間を生むこと
になるだろう。

6. まとめ
　人が住む場所は
様々な知恵によっ
て作られてきてお
り、 建 築、 配 置、
外部空間の工夫が
なされてきた。団
地の緑地帯は冷気
の 供 給 源 と な り、
それを周囲に拡散
す る な ど、 都 市・

図 7. 男山団地における緑地管理

写真 5. 横浜市港北ニュータウン
　　　　　　　　における緑地管理の例

街にとって大きな役割を持っている。
その意味で、外周部との接点の計画、
設計は極めて重要と考えられる。 
　成熟した大地や樹木の作り出す微
気候は簡単には作り出せない大切な
環境資産であり、既存の樹木や土壌
環境は重要な宝物である。
　このように団地には見えない可能
性があり、この可能性を見つけ出し、
生かすことが、新たな団地（住空間）
再生の道である。よって計画にあたっ
ては、地形、現況の風環境など環境
調査が大変重要である。
　住みやすい住環境は、心地よい緑
の環境から生まれる。それを助ける
環境づくりのための素材は様々な視
点からの検証を経て選択し使用する


